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技術の特徴
①食品産業廃液を酵素源として有効活用。
②固定化酵素にビスフェノールAをトラップ。

今後の展開
①安価な酵素源として用途展開。
②環境修復技術への応用。
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背景
馬鈴薯デンプンの製造時に発生する廃液の利用，環境中に排出されたフェノール性内
分泌かく乱物質の低減化，これらは共に大きな課題です。一見無関係に思えるこれらの
問題ですが，私たちは馬鈴薯デンプン製造廃液中のポリフェノールオキシダーゼ酵素に
着目し，フェノール性内分泌かく乱物質を低減化する技術開発に取り組んでいます。
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ビスフェノールAの固定化馬鈴薯酵素による酸化反応
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